
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

目標値を達成できなかった項目が一部あるが、６項目のうち３項目は目標値を達成することができ、整備効果は表れていると考えている。地方創生道整備交付金を活用し、地域の重要な生活道路である町道整備と林道整備を一体的に実施したことによ
り、地域再生計画の計画名である「きめ細やかな安全性、快適性を高めるまちづくり」を大きく進めることができたと考える。

地元施工援助事業

②地域再生計画に記載した
数値目標以外の波及効果の
実現状況

　地域の主要産業である農業分野において、担い手不足は深刻な問題となっており、施設整備等により生産性の向上に寄与している。

みんなで支える里山整備事業
　優良な木材生産のために間伐事業
の推進を図る。

本計画の目標値の更なる推進のために、道路整備との相乗効果を促進している。

計画外で独自に実施した
事業

⑦今後の方針等
　今後もきめ細やかな安全性、快適性を高めるまちづくりを進めるために、道路整備に併せて、他の事業とも連携を図る中で交流人口の増加の取り組みを引き続き進めていきたい。また、町道・林道の適正な維持管理に努め、引き続き農地及び林道への
スムーズな通行を確保し、地域の活性化につなげていく。

④評価方法 産官学労金の外部有識者や、学校保護者等で構成される検証会議において、最終目標値の達成状況に関する評価・検討を行った。

⑤事後評価の公表方法 阿南町のホームページに掲載予定。

⑥計画全体の総合評価

　全国的に要望箇所は増加傾向にあり、要望額の満額確保はできなかったが、事業内容を精査し、実施したい事業量は概ね達成することができた。

林道整備事業（整備延長） 5.06km 2.10km 4.53km 　全国的に要望箇所は増加傾向にあり、要望額の満額確保はできなかったが、事業内容を精査し、実施したい事業量は概ね達成することができた。

町道整備事業（整備延長） 5.86km 3.07km 5.76km

営農支援事業

その他の事業

　大豆生産者への出荷補助による荒
廃地の減少、パイプハウスによる農
作物の出荷量の拡大を目的としたパ
イプハウス整備補助事業を実施。

　町道、林道、農道へ生コンや砕
石、作業における重機の借上げ料を
補助。

1,037人 ○

③事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

事業の進捗状況に関する評価
計画

中間年度
（H・R　）

最終実績

指標１

　平成29年度に地方創生拠点整備交付金等を活用して（一社）信州あなんトータルマーケティングの事
務所や集出荷場、精米所等の拠点を整備等を行い、出荷販売数の増を目指したが、目標値には届かな
かった。

農家民泊延宿泊人数 713人 H27 743
　（一社）信州あなんトータルマーケティングが中心となり農家民泊の受入れを行っているが、目標値
を上回る成果を出すことができた。

H29 1,093人 788人 H31

H29
44,255,00

0円
48,468,200

円 H31
32,778,000

円 ×

242,324
人

×
　評価指標の基準としている当町の観光主要施設（道の駅信州新野千石平、阿南温泉かじかの湯）の機
能やサービスの向上を図ることで、さらなる交流人口の増加を目指す必要がある。

指標
総数

達成
数

指標６
（一社）信州あなんトータルマー
ケティング出荷販売額の増

44,062,00

0円 H26
46,265,100

円

最終目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度 最終実績

達成状況
基準値 中間目標値 最終目標値

事後評価

指標１ 交流人口の増加
311,000

人
H26

326,550
人

H29
295,100

人
342,000

人
H31

地域再生計画（地方創生道整備推進交付金）事後評価調書

長野県 長野県、阿南町 きめ細やかな安全性、快適性を高めるまちづくり再生計画

平成２７年～平成３１年 阿南町役場　総務課　企画財政係　主事　金田　大輔

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

指標

72件 ○指標５ 交通事故の減少 96件 H26 91件 H29

H29
161.10h

a
78.00ha

97件 86件 H31

H31

H31

55.45ha × 　毎年多くの団体で間伐を実施しているが、目標値には届かなかった。

　道路の安全性の向上により、目標値を達成することができた。

指標２ 年間間伐実施面積の増 71.26ha H26 74.63ha

H31指標４
主要道路災害時の迂回路として路
面整備されていない路線

27路線 H26 21路線 H29

指標３
法面危険箇所の減少（計画３路線
のうち）

4箇所 H26 0箇所 H29 0箇所 ○ 　目標値を達成し、法面危険個所の安全対策を図ることができた。

　目標値を達成し、主要道路災害時の迂回路を確保することができた。

1箇所 0箇所

23路線 17路線 17路線 ○

地元住民の共同の町づくりにより、整備計画路線以外の路線の小規模な修繕が行われ、道路の安全性の向上に寄与している。

6 3

特別措置を適用して行う
事業

町内景観整備事業
　通行の支障となる木の除去や良好
な景観を維持するための立木伐採事
業を行う。

道路沿線の支障木の除去により、道路の見通しの改善や、冬季の日照環境の確保による凍結対策等、道路の安全性の向上に寄与している。

振興組織運営事業

　産業の再生や外貨の獲得による地
域住民の収入の増加を図り、暮らし
を豊かにすることを目的として、農
林水産業の生産拡大に関する事業や
特産品開発に関する事業まで、幅広
く行い、農林商工業の振興を目的と
して設置された（一社）信州あなん
トータルマーケティングへの活動事
業費を補助。

　（一社）信州あなんトータルマーケティングは地域の産業の拠点として、農家民泊や農林産物の販路の確保、ふるさと納税制度の返礼品の対応等、農林商工業の振興に寄与している。平成29
年度に地方創生拠点整備交付金を活用し新たな拠点整備が完了したため、新たな拠点を有効活用していくなかで、更なる産業の振興を図りたい。


